
夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること 
 

男性が家事などに参加することに対する 
男性自身の抵抗感をなくすこと 

 
社会の中で、男性による家事、子育て、介護、 
地域活動についても、その評価を高めること 
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男性の家庭・地域参画 

男女共同参画に関する世論調査（2012年 内閣府） 

男性が家事、子育て、介護、地域活動に参加するために必要なこと （複数回答） 

（％） 

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、 
仕事以外の時間をより多く持てるようにすること 

 
年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等についての 

当事者の考え方を尊重すること 
 

男性が家事、子育て、介護、地域活動に 
関心を高めるよう啓発や情報提供を行うこと 

 
男性が子育てや介護、地域活動を行うための、 

仲間（ネットワーク）作りをすすめること 
 

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題について、 
男性が相談しやすい窓口を設けること 

 
男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗感をなくすこと 

 
国や地方自治体などの研修等により、 

男性の家事や子育て、介護等の技能を高めること 

男性の地域参画（※）に必要なこととして、「夫婦や家族間のコミュニケーションをよく図ること」が最も多く挙げら
れています。 

次いで、男性自身の抵抗感をなくすことや、社会での評価を高めること、労働時間短縮や休暇制度を普及する
ことなどが挙げられています。 

(※）男性が家事、子育て、介護、地域活動に参加すること 
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他人に弱音を吐くことがある 

男性にとっての男女共同参画に関する意識調査（2012年 内閣府） 

悩みの対処 

夫には、 

悩みがあったら、気軽に誰かに相談してほしい 

「他人に弱音を吐くことがある」と回答した男性は、約３割となっています。 

「弱みがあったら、気軽に誰かに相談してほしい」と回答した女性は、約６割となっています。 

（%） （%） 

男性の回答※ 女性の回答※ 

「そう思う」、「とてもそう思う」の合計が約３割 「そう思う」、「とてもそう思う」の合計が約６割 

※男性、女性ともに既婚者による回答 
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平成25年中における自殺の状況（Ｈ26内閣府・警察庁）より作成 

※平成19年に自殺統計原票を改正し、遺書等の自殺を裏付ける資料により明らかに推定できる原因・動機を自殺者一人につき３つまで計上することとしたため、 
原因・動機特定者の原因・動機別の和と原因・動機特定者の和（20,256人）とは一致しない。 
 
※「健康問題」「経済・生活問題」「家庭問題」「勤務問題」「男女問題」を、それぞれ「健康」「経済・生活」「家庭」「勤務」「男女」と表記している。 

年齢別、自殺の原因・動機別件数 

男女とも、自殺の原因・動機は「健康問題」が最も多く、男性は「経済・生活問題」「勤務問題」が多い傾向が見
られます。 

全ての年代において、女性よりも男性が多くなっています。 

自殺の原因・動機 
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男性にとっての男女共同参画に関する意識調査（2012年 内閣府） 

夫婦間のコミュニケーション 

（妻と）よく話す男性は、「定年後や老後の楽しみや計画がある」と回答する者が多い傾向が見られます。 

定年後や老後の楽しみ・計画がたくさんある 

定年後や老後の楽しみ・計画が少しはある 

定年後や老後の楽しみ・計画はほとんどない 

「何もやる気がしないと感じたこと」よくあった 

「何もやる気がしないと感じたこと」少しあった 

「何もやる気がしないと感じたこと」は全くなかった 

「定年後や老後の楽しみや計画の有無」と夫婦間コミュニケーションとの関連 

「何もやる気がしないと感じたこと」と夫婦間コミュニケーションとの関連 
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